
の
結
城
瑞
光
師
、
寓
山
の
松
村
文
光
師
、
越
前
の
戸
闘
周
妙
師
等
賞
に
四

十
一
名
、
誠
に
未
曾
有
の
縫
合
と
言
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
記
念
撮
嵐
官
を
な

し
L

古
川
存
善
師
の
一
入
熱
調
を
帯
び
た
る
開
舎
の
換
拶
あ

p
、
績
い
て
各

師
交
キ
立
っ
て
自
己
絹
介
或
は
抱
負
を
語
H
意
見
の
開
陳
あ
り
、
客
酎
と

な
る
や
各
所
に
闘
煉
と
な
っ
て
互
に
過
ぎ
に
し
自
の
思
ひ
出
多
き
血
中
窓
生

活
を
語

P
合
ふ
扶
景
は
ま
と
主
筆
舌
に
つ
〈
し
難
き
も
の
が
あ
っ
た
。
か

〈
で
和
気
霧
キ
裡
に
午
後
十
時
辻
能
率
師
の
悶
舎
の
酵
を
以
て
終
了
こ
の

催
し
の
得
る
所
極
め
て
大
に
し
て
且
つ
大
い
に
租
山
の
意
気
を
高
か
ら
し

め
た
る
事
を
衷
心
よ
り
喜
ぶ
と
共
に
将
来
の
結
束
を
切
望
し
て
止
ま
な
い

特
に
中
保
、
泉
繭
先
生
の
御
臨
席
下
さ
れ
た
事
は
我
俸
の
深
〈
光
祭
と
す

る
鹿
心
計
り
の
紀
念
ロ
聞
を
お
遺

P
申
上
げ
感
謝
の
印
と
し
た
。

術
大
先
輩
鎌
田
麗
獄
、
伊
藤
海
開
雨
信
正
は
宗
門
要
職
に
あ
る
方
正
て

御
多
用
の
た
め
御
来
臨
を
得
な
か
っ
た
の
は
誠
に
残
念
で
あ
っ
た
が
特
に

殊
更
な
御
配
慮
に
預
っ
た
事
は
深
〈
感
蹴
に
堪
へ
な
い
所
で
あ
る
。

出
席
者
門

C
印
ほ
踏
襲
起
人
）

保

是

明

泉

義

開

局

妙

岡
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O
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江

郎

湾

北

川

横

枕

智

昭

加

藤

蹴

静

各

師

関
に
本
合
身
長
と
し
て
常
に
懇
切
な
る
御
指
導
を
下
さ
れ
る
浅
野
耀
章
師

は
京
都
修
法
師
舎
キ
長
と
し
で
重
き
を
な
し
願
山
評
議
員
其
の
他
の
要
職

に
あ
ら
れ
叉
花
島
良
端
、
三
木
割
伊
達
師
は
光
山
車
中
院
に
教
鞭
を
と
り
更
に

常
任
布
教
師
と
し
て
活
躍
せ
ら
れ
つ

L

あ
る
は
本
舎
の
た
め
欣
ほ
し
い
事

で

あ

る

。
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舎
内
は
舎
監
の
下
に
良
〈
統
制
あ
る
生
活
を
し
て
ゐ
る
。
今
年
度
の
役

員
は
合
長
岩
成
光
還
、
則
合
長
前
回
超
光
、
悶
麗
漂
玄
唱
（
多
賀
）
の
諸

君
は
合
生
一
同
と
協
力
し
て
感
業
、
行
法
の
槍
晶
唱
に
一
意
事
心
舎
の
向
k

設
展
を
謀
つ
で
ゐ
る
、
合
計
は
野
口
耀
源
君
、
合
計
助
手
に
江
口
啓
海
君

物
資
不
足
節
約
の
折
柄
舎
生
に
不
自
由
の
感
無
曹
様
よ
〈
切
り
廻
し
て
ゐ

る
の
に
は
一
同
喜
ん
で
ゐ
た
が
、
九
月
八
日
一
身
上
の
都
合
に
て
江
口
肴

退
合
解
任
し
、
そ
の
後
を
佐
藤
孝
君
が
引
縫
ぎ
を
し
た
。
舎
は
南
北
各
自
宗

二
二
七



奇島

舎

報

友

k 

十
二
室
あ
り
各
室
に
室
長
あ
り
舎
生
相
互
の
事
業
の
助
成
主
親
睦
を
計
っ

て
ゐ
る
、
食
堂
、
浴
場
、
娯
楽
祭
等
あ

p
、
新
聞
、
数
血
午
、
雑
誌
、
新
聞

ラ
ヂ
オ
－
あ
り
、
叉
運
動
不
足
勝
な
る
皐
院
生
に
は
剣
道
、
相
撲
、
野
球
等

の
設
備
あ
り
職
時
下
の
茶
人
の
体
育
に
留
意
し
て
ゐ
る
、
倫
遠
足
、
放
行

茸
狩
、
茶
話
曾
年
も
あ
り
時
に
は
陪
義
を
し
て
爆
笑
闘
満
な
人
間
を
作
る

様
心
掛
け
て
ゐ
る
。

合
企
の
行
事
は
起
床
午
前
四
時
牛
乃
車
五
時
宇
で
本
山
の
朝
勤
出
仕
、

七
時
食
法
行
っ
て
食
事
、
七
時
四
十
分
登
校
、

E
午
叢
食
、
午
後

0
時
四

十
分
は
午
後
の
登
校
、
五
時
は
入
浴
、
と
の
風
呂
で
の
談
笑
は
一
日
中
の

最
も
祭
し
い
二
時
で
夕
食
は
五
時
、
七
時
か
ら
自
習
勉
強
、
一
一
同
は
静
粛

に
丸
時
の
動
検
ま
で
行
ひ
舎
監
先
生
の
夜
の
挨
拶
を
す
、
十
一
時
は
情
燈

就
農
で
金
べ
て
動
作
は
板
木
の
鍵
の
報
知
に
よ
り
動
作
さ
れ
る
、
舎
の
商

に
持
働
堂
あ
り
食
前
後
一
時
間
讃
位
三
賓
に
法
味
を
捧
げ
防
征
勝
士
の
武

還
を
新
願
ナ
、
そ
の
外
舎
監
曾
直
一
名
三
日
交
代
、
舎
内
四
名
、
日
直
一

名
、
不
得
ニ
名
、
各
省
直
あ

P
舎
内
外
の
清
潔
と
盤
頓
に
留
意
を
し
て
ゐ

る
、
舎
の
廊
下
偉
ひ
に
昨
年
四
月
よ

H
敬
師
寮
が
二
棟
槍
築
さ
れ
師
徒
同

居
の
感
る

P
親
し
み
の
中
に
も
師
般
道
曾
信
凪
敬
育
が
行
は
れ
車
ぴ
の
舎

と
し
て
は
最
も
よ
き
鹿
で
あ
る
。

皇
紀
二
千
六
百
年
を
迎
へ
、
大
事
逝
い
て
六
百
五
十
年
、
関
本
愈
々
堅
一

〈
、
図
威
四
海
を
医
し
て
詮
張
す
る
と
共
に
我
が
宗
門
又
隆
菌
、
現
職
の

庭
に
歎
線
は
布
か
れ
て
行
ワ
て
ゐ
る
、
周
は
纏
ゆ
る
機
闘
を
統
制
あ
る
一

固
と
な
し
、
大
政
翼
賛
し
謹
む
べ
き
と
新
体
制
は
生
れ
ワ
ミ
あ
る
が
、
’
ζ

れ
と
そ
大
畠
人
一
生
の
御
蝶
想
と
一
訴
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

ご
ニ

A

偽
教
も
X
蹄
ず
る
島
は
一
働
乗
で
宗
訟
も
一
聞
と
な
り
悌
陀
に
跨
り
昭

和
の
維
新
は
名
貨
共
に
健
金
な
も
の
と
し
な
〈
で
は
な
ら
ぬ
と
思
ふ
。
と

れ
に
は
現
非
常
時
下
を
よ
〈

f
＼
認
識
し
、
三
大
誓
闘
を
墜
〈
／
＼
念
頭

に
立
延
安
閣
の
旗
を
押
立
て
宗
蹴
－
の
第
二
陣
第
三
耐
抑
止
謹
む
若
宮
脊
年
倫

相
川
よ
、
第
二
日
像
。
日
貌
は
我
れ
な
日
と
行
軍
に
止
暇
断
脱
し
て
此
の
合

よ
P
輩
附
さ
れ
ん
事
を
切
望
し
て
比
の
筆
を
止
め
、
縞
を
股
す
。

因
み
に
昨
年
度
の
高
毎
部
卒
業
は
十
名
主
中
等
部
二
名
を
世
に
怒
っ
て

ゐ
る
。

i撃i
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北

鈴

皐

友

曾

本
令
は
北
梅
遭
及
縛
太
凶
身
者
に
し
て
、
喧
曜
荷
瓢
山
の
血
中
窓
に
笈
を
負

ふ
た
本
化
の
事
信
を
以
て
曾
員
と
し
て
ゐ
る
が
、
本
曾
の
誕
生
は
昭
和
八

年
で
恰
度
今
年
は
八
星
績
を
迎
へ
る
こ
と
に
な
る
。
勿
論
そ
れ
巴
前
に
於

て
も
何
か
し
ら
さ
う
し
た
形
式
の
も
と
に
、
郷
刷
用
を
阿
じ
う
す
る
皐
徒
た

ち
の
親
睦
と
融
和
を
は
か
る
可
〈
機
簡
の
あ
っ
た
ζ

と
は
想
像
す
る
に
鍵

〈
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
然
し
此
の
事
は
す
べ
て
現
夜
皐
徒
の
者
々
に
は

未
知
の
世
界
に
岡
崎
す
る
と
主
で
あ
る
。
吾
キ
の
郷
里
出
身
者
の
先
駐
車
の
う

ち
で
も
、
今
は
す
で
に
化
境
を
異
に
さ
れ
た
薦
問
光
昼
師
宇
現
在
東
京
に

化
撹
を
移
し
て
ゐ
ら
れ
る
荒
木
義
祭
師
等
身
は
最
も
親
し
み
と
信
顧
と
を


